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旅先での親切とコミュニケーション

　先日、ミラノに出張しました。ミラノはイタ

リア北部の都市で、ダ・ヴィンチの「最後の晩

餐」の壁画があることでも有名です。目的はミ

ラノ工科大学で開催された国際会議への参加で

す。会場のミラノ工科大学の創立は１８６３年で

歴史のある大学です。

　私の宿泊先はミラノ郊外で大学まではバスで

毎日通っていました。ミラノは、バス以外にも

路面電車（トラム）、地下鉄など公共交通機関が

充実しており、移動には困りません。ある朝、ホ

テルから最寄りのバス停に向かっていると、向

こうから初老の男性が歩いてきて、すれ違いま

した。気にせずバス停で待っていると、通り過

ぎたはずの男性が振り返って、私の方に一直線

に歩いてきました。バス停には私一人で、その

男性は真剣な顔をして首を振りながら「ノーフ

ェルマータ！」と言って去っていきました。私

はまったくイタリア語を解しませんが、大事な

ことを伝えにきたことは分かりました。よくみ

るとイタリア語

で張り紙がして

おり、バスが運

休かもと推察してトラムで向かうことにしまし

た。トラムを降りたい場合には降車ボタンを押

します。降車のためにボタンを押すとドアの上

にランプがつき、「Fermata」と表示されまし

た。おそらく読み方はフェルマータで先ほどの

男性は「待っていてもバスは停車しない」とい

うことを伝えにきてくれた、とその時分かりま

した。見ず知らずの旅行者に対してとても親切

な方でした。

　現地の言葉が分からなくても、勘と経験でな

んとかなるものです。「伝えよう」「分かろう」と

する気持ちが大事なことに気付かされました。

皆さんも機会があればぜひ文化や言語が異なる

異国の地を訪れてみてください。人と人とのコ

ミュニケーションの気付きが得られるかもしれ

ません。 （学生部委員・宮村崇）

地
区
防
災
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本
書
は
、
筆
者
が
10
年
以

上
に
わ
た
っ
て
取
り
組
ん
で

き
た
地
区
防
災
計
画
に
関
す

る
モ
ノ
グ
ラ
フ
で
あ
る
。
大

地
震
で
避
難
生
活
を
経
験
し

た
こ
と
を
出
発
点
に
、
地
区

防
災
計
画
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
関
係
を
社
会
学
的
に
解
明

し
た
。

　
具
体
的
に
は
、
東
日
本
大

震
災
か
ら
、
コ
ロ
ナ
禍
、
能

登
半
島
地
震
の
時
期
ま
で
、

20
以
上
の
地
区
で
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
や
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

実
施
し
、
住
民
主
体
の
防
災

計
画
づ
く
り
の
実
態
と
意
義

を
分
析
し
た
。

　
そ
し
て
、
祭
り
等
の
伝
統

行
事
や
日
常
の
地
域
活
動
に

潜
在
す
る
防
災
機
能
や
、
防

災
活
動
を
契
機
と
し
た
ソ
ー

シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
醸

成
機
能
を
明
ら
か
に
し
た
。

現
代
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
在

り
方
を
防
災
を
切
り
口
に
実

証
的
に
考
察
し
た
一
冊
で
あ

る
。（
九
州
大
学
出
版
会
・

税
込
み
２
７
５
０
円
）

　
著
者
（
き
ん
・
し
え
い
）

人
間
科
学
部
兼
任
講
師
。
社

会
学
。
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11
月
17
日
（
火
）
開
催

　
専
修
大
学
の
学
生
を
ぜ
ひ

採
用
し
た
い
と
考
え
て
い
る

優
良
企
業
が
参
加
す
る
「
オ

ン
ラ
イ
ン
学
内
企
業
説
明

会
」
を
開
催
し
ま
す
。「
今
か

ら
で
も
間
に
合
う
企
業
を
知

り
た
い
」「
自
分
に
合
う
企
業

を
も
う
一
度
探
し
た
い
」「
内

定
は
あ
る
が
納
得
し
て
就
職

活
動
を
終
え
た
い
」
と
い
う

方
に
お
す
す
め
で
す
。
就
職

活
動
中
の
方
は
ぜ
ひ
積
極
的

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
進
路
や
就
職
活
動

に
関
す
る
悩
み
・
不
安
が
あ

る
場
合
は
、
一
人
で
抱
え
込

ま
ず
、
気
軽
に
キ
ャ
リ
ア
形

成
支
援
課
ま
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

進
路
届
お
よ
び

就
職
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
回
答

　
進
路
決
定
者
は
就
職
支
援

シ
ス
テ
ム
「
Ｓ
｜

ｎ
ｅ
ｔ
」

に
て
必
ず
「
進
路
届
」
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
「
ｉ
ｎ

　
Ｃ
ａ
ｍ
ｐ
ｕ
ｓ
」
か
ら

「
就
職
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の
回

答
に
も
ご
協
力
お
願
い
し
ま

す
。

〈
３
年
次
生
へ
〉

学
生
就
職
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
相
談
会

〜
先
輩
に
よ
る
就
活
相
談
会
〜

神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
10
月
12

日
（
月
・
祝
）
〜
23
日
（
金
）

生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
10
月
19

日
（
月
）
〜
23
日
（
金
）
開
催

　「
こ
の
時
期
の
就
職
活

動
っ
て
何
を
す
れ
ば
い
い

の
？
」「
自
己
Ｐ
Ｒ
や
ガ
ク
チ

カ
は
ど
う
作
っ
た
？
」

　
そ
ん
な
疑
問
を
、
就
職
活

動
を
終
了
し
た
４
年
次
生
の

先
輩
に
気
軽
に
直
接
相
談
で

き
る
企
画
で
す
。

　
誰
も
が
知
る
大
手
企
業
や

行
政
機
関
の
就
職
活
動
を
経

験
し
た
先
輩
だ
か
ら
こ
そ
話

せ
る
リ
ア
ル
な
体
験
談
や
ア

ド
バ
イ
ス
を
聞
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
就
職
活
動
を
始
め
る
第
一

歩
、
ま
た
、
さ
ら
に
充
実
す

る
方
法
と
し
て
、
ぜ
ひ
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

公
務
員
・
独
立
行
政
法
人
等

業
務
説
明
会

10
月
13
日
（
火
）
〜
12
月
23

日
（
水
）
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

　
専
大
生
の
志
望
者
が
多
い

官
公
庁
や
独
立
行
政
法
人
の

担
当
者
に
、
そ
の
仕
事
内
容

や
魅
力
に
つ
い
て
紹
介
い
た

だ
き
ま
す
。
仕
事
に
対
す
る

イ
メ
ー
ジ
が
ま
だ
漠
然
と
し

て
い
る
方
は
、
こ
の
機
会
に

疑
問
を
解
消
し
、
業
務
理
解

を
深
め
る
と
と
も
に
、
人
物

試
験
へ
の
備
え
に
も
つ
な
げ

ま
し
ょ
う
。
平
日
の
昼
休
み

の
時
間
帯
に
ほ
ぼ
毎
日
実
施

し
て
い
ま
す
。
東
京
都
・

特

別
区
（
23
区
）
・
川
崎
市
・

東
京
国
税
局
・
中
央
省
庁 

と
い
っ
た
人
気
の
行
政
機
関

の
お
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
対
象
は
主
に
３
年
次
生
で

す
が
、
１
・
２
年
次
生
の
参

加
も
大
歓
迎
で
す
！

　
説
明
会
等
の
詳
細
は
、
本

学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
進
路

支
援
」
ペ
ー
ジ
か
ら
「
イ
ベ

ン
ト
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
」
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

文
・
片
桐
教
授

Ｊ
Ｌ
Ｔ
Ａ
最
優
秀
論
文
賞

　
文
学
部
英
語
英
米
文
学
科

の
片
桐
一
彦
教
授

写
真

が
、
日
本
言
語
テ
ス
ト
学
会

（
Ｊ
Ｌ
Ｔ
Ａ
）「
最
優
秀
論
文

賞
２
０
２
５
」
を
受
賞
し
、

９
月
12
日
に
都
内
で
開
催
さ

れ
た
全
国
研
究
大
会
で
表
彰

を
受
け
た
。

　
受
賞
論
文
は
、“Long-Term 

Effects of Early English Exposure/
Education on Japanese High 
School Students' Listening and 
Reading Development: MCMC 
Bayesian Hierarchical Models”

（
「
日
本
人
高
校
生
の
リ
ス

ニ
ン
グ
・
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
発

達
に
お
け
る
早
期
英
語
教
育

の
長
期
的
効
果
‥
ベ
イ
ズ
Ｍ

Ｃ
Ｍ
Ｃ
階
層
モ
デ
ル
」
）
。
早

期
英
語
教
育
の
経
験
が
高
校

生
の
英
語
力
の
発
達
に
与
え

る
影
響
を
検
証
し
た
。

　
法
学
部
主
催
「
法
教
育
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」が
６
月
30
日
、

神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
わ
れ

た
。
法
学
部
の
１
〜
３
年
次

生
28
人
が
参
加
し
、
弁
護
士

の
指
導
の
も
と
、
立
法
作
業

を
体
験
し
た
。

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

社
会
課
題
を
的
確
に
考
察
し

て
他
者
と
対
話
・
議
論
す
る

力
、
法
的
か
つ
公
正
に
解
決

す
る
力
、
論
理
的
に
判
断
す

る
力
な
ど
を
養
う
こ
と
を
目

的
に
２
０
１
７
年
度
に
ス
タ

ー
ト
。
本
年
度
は
、
第
二
東

京
弁
護
士
会
と
埼
玉
弁
護
士

会
か
ら
４
人
の
弁
護
士
を
招

き
、「
積
極
的
安
楽
死
」
と

「
熊
被
害
か
ら
考
え
る
自
然

と
の
共
存
」
を
テ
ー
マ
に
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
っ
た
。

　
学
生
た
ち
は
論
点
を
整
理

し
た
後
、
立
法
作
業
に
取
り

組
ん
だ
。
現
役
の
弁
護
士
か

商
・
髙
橋
裕
教
授

日
本
経
営
数
学
会
学
会
賞

　
商
学
部
の
髙
橋
裕
教
授

写
真

が
、
２
０
２
６
年
度

日
本
経
営
数
学
会
学
会
賞
を

受
賞
し
た
。

　
髙
橋
教
授
の
専
門
は
シ
ス

テ
ム
・
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
、
経

営
情
報
シ
ス
テ
ム
な
ど
。

　
受
賞
は
、
論
文
「
シ
ス
テ

ム
・
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
〜
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
を
利
用
し
た
問
題

分
析
と
デ
ザ
イ
ン
〜
」
を
は

じ
め
と
す
る
研
究
業
績
な
ど

に
よ
る
。

弁護士のアドバイスを受けながら法案をまとめ上げた

法学部・法教育プロジェクト

弁護士と立法体験

ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が

ら
、
具
体
的
な
要
件
を
話
し

合
い
、
法
案
と
し
て
ま
と
め

上
げ
た
。
参
加
し
た
１
年
次

生
は
、「
法
律
を
つ
く
る
た
め

の
議
論
の
重
ね
方
な
ど
も
学

ぶ
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
有

意
義
だ
っ
た
」
と
語
っ
た
。

公 

開 

講 

座 

情 

報

大学院公開講座Part２商学研究科
企業のＥＳＧ（環境・社会・ガバナンス）と商学研究
▽日時＝10月９～ 30日（毎週金曜日）
　　　　18時半～ 20時
▽場所＝神田キャンパス７号館７３１教室
　　　　オンライン配信あり
▽受講料＝無料
　専修大学大学院リカレント教育プログラム、
　千代田区キャンパスコンソ共同公開リレー講座
▽要申し込み【締め切り】各開催日の５日前まで

シンポジウム「『遺族の願い』と『企業の良心』が
つなぐ未来―いのちを第一に考える安全な社会を」
▽日時＝10月31日（土）13時～ 16時半
▽場所＝神田キャンパス10号館１００５１教室
　　　　オンライン配信あり
▽受講料＝無料
　一般社団法人健太いのちの教室・
　専修大学法社会学ゼミナール主催、
　専修大学法学研究所後援
▽要申し込み【締め切り】10月30日（金）

金融リテラシー講座②（実践編）
▽テーマ＝考えてみよう！これからのマネープラン
▽日時＝10月31日（土）13時半～ 15時
▽場所＝神田キャンパス10号館
　　　　１００９２教室
　千代田区キャンパスコンソ協力講座
▽要申し込み【締め切り】10月26日（月）

政策科学シンポジウム
▽テーマ＝半導体と産業政策
▽日時＝11月６日（金）14時半～ 17時半
▽場所＝神田キャンパス７号館７３１教室
▽受講料＝無料
　専修大学大学院リカレント教育プログラム、
　大学院経済学研究科・社会科学研究所共催
▽要申し込み【締め切り】10月28日（水）

　
専
修
大
学
熊
本
玉
名
高
校

が
高
校
創
立
60
周
年
を
迎

え
、
９
月
10
日
、
記
念
式
典

を
玉
名
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

で
挙
行
し
た
。
本
学
関
係
者

や
熊
本
県
、
玉
名
市
、
教
育

関
係
者
、
同
窓
生
ら
が
出
席

し
、
節
目
を
祝
っ
た
。

　
同
高
は
１
９
６
６
（
昭
和

41
）
年
に
開
校
。「
社
会
に

対
す
る
報
恩
奉
仕
」
の
建
学

の
精
神
の
も
と
、
地
域
に
根

ざ
し
た
教
育
を
展
開
し
て
き

た
。

　
式
典
で
は
、
田
中
實
理
事

長
、
渡
邉
正
隆
校
長
が
式
辞

を
述
べ
た
。
ま
た
、
生
徒
代

表
は
「
誓
い
の
こ
と
ば
」
で
、

学
校
の
歴
史
を
築
い
て
き
た

先
輩
や
関
係
者
へ

の
感
謝
と
、
伝
統

を
次
代
へ
受
け
継

ぐ
決
意
を
表
し

た
。

　
式
典
後
に
は
、

学
校
法
人
専
修
大

学
の
日
髙
義
博
総

長
が
記
念
講
演
を

行
い
、
付
属
高
校

と
し
て
の
役
割
と

今
後
の
教
育
に
つ

い
て
展
望
し
た
。

専
大
熊
本
高
校
創
立
60
周
年
祝
う

生徒代表が誓いのことばで決意を表明


